
～ 令和7年2月18日

（対象者数） 18 （回答者数） 16

～ 令和年2月28日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
今後も「できた!」を積み重ね、自信につなげていく。心理担当職員
の配置による専門的支援を継続していき子どもの気持ちに寄り添い
サポートを行う。

2
個別のニーズに合わせ具体的な指示やサポートを行い成功体験を積
み重ね意欲や自信を高めていく。それぞれの子どもに合わせた役割
を体験することで、得意なことをのばしていく。

3
遊具や設備等の点検を定期的に行い安全に安心して過ごせる遊び場
として改善を図る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
事業所ごとに保護者同士の交流の機会として定期的にママカフェの開催や合
同での親子参加の課外活動を予定している。

2
今後も個人面談の際や保護者会の開催を利用してより丁寧な説明を心がけ理
解を深めてもらう機会をふやす。

3
これからも日頃の送迎時や個人面談、保護者会の開催を通して保護者様とコ
ミュニケーションをとり、より丁寧な説明を継続していくこと。保護者様と
の信頼関係を深めていく。

○事業所名 すだちブレス

○保護者評価実施期間 令和7年2月3日

○保護者評価有効回答数

令和7年2月25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月12日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・子どもや保護者様からの苦情について体制を整えているが、保護者
様に周知されていないこと。

事業所内に苦情受付担当者、解決責任者を掲示しているが、分かりづ
らい。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・保護者会等の開催が少ないこと 法人内で、合同の保護者会を行ったが、事業所のみの開催がない。

・緊急時等のマニュアル設置について、保護者様に周知されていない
こと。

事業所内に設置しているが、分かりづらい。

子どもの気持ちに寄り添いながら必要に応じたサポートともに保護者
様の要望に応え日々の宿題指導添削を行っていること。

その日の学校の宿題については、終わらせてから帰宅できるようにサ
ポートをし、個別支援計画書に基づいた支援を行っている。

・活動プログラム、課外活動や縦割り活動等の充実。地域の学童クラ
ブとの交流活動。

異学年の子どもたちと関わりながら、季節ごとの収穫体験、デイキャ
ンプ等の野外活動を通して、社会性、協調性、思いやりの心を育むよ
う取り組んでいる。

・専用の遊び場の設置
すだち専用の遊び場「すだちパーク」があり屋外や屋内でのびのびと
体を動かして遊ぶことができる。

事業所における自己評価総括表公表


